
Title DTPの現状について

Author(s) 古川, 加津夫

Citation デザイン理論. 1997, 36, p. 64-65

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52783

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



大 会 発 表 要 旨1996.11.8.

DTPの 現状 につ いて

古川加津夫/株式会社 千 手

DTPの 語 源 は正 確 に はDesktopComputor

Publishingで あ り、DeskTopPublishingで

は なか っ た。 従 来 多 くの プ ロの手 に た よ って

い た出 版 の工 程 を デ ス ク トップ コ ン ピュ ー タ

を使 って オ フ イ ス オー トメ ー シ ョンを行 お う

と い うも ので あ る。

この コ ンセ プ トは1985年 のApple社 の株 主

総 会 の席 上 でAldus社 の社 長PaulBrainerd氏

に よ って 明 確 に され 、 「コ ス トの 削 減」 「時 間

の削 減」 「自分 です べ て を コ ン ト ロー ル で き

る」 「ビ ジネ ス上 の戦 略 ッ ー ル に な る」 と い

う4っ の メ リッ トが 考 え られ た 。DTPの 言

葉 は1984年 か ら1985年 にか け て、Aldus社 が

AppleMacintoshコ ン ピュ ー タ向 けに 開 発 し

た アプ リケ ー シ ョ ンソ フ トPageMakerの 広 告

の 中 で初 めて示 され 、DTPブ ー ム に火 をっ け

た。PageMakerは1440年 代 にグ ー テ ンベ ル ク

が 活版 印 刷 術 を 完成 して以 来 の、 新 しい時 代

の 印刷 出 版 術(第2の グ ー テ ンベ ル ク)と し

て位 置 づ け され、 この ソフ トの ス タ ー トア ッ

プ画面 に は、 グー テ ンベ ル ク の 肖像 が はめ こ

まれ た。 初 期 の マ ニ ュ ア ル の中 で は、 デ ス ク

トップ ・パ ブ リッ シ ング を 「卓 上 出版 」 と称

し 「編 集 物 の デ ザ イ ン、 レイ ア ウ ト、 さ らに

そ の 印刷 まで の一 連 の作 業 を効 率 化 し、初 心

者 か ら熟 練 した デ ザ イ ナ ー まで 幅 広 く活用 で

き る」 と の べ て い る。

DTP誕 生 の背 景 に は、Apple社 によ るハ ー

ドウエ ア 開 発 、AdobeSystem社 に よ る ペ ー

ジ記 述 言 語 の開発 、 ライ ノタイ プ社 によ るハ ー

ドウ エ ア と ソ フ トウ エ ア の開 発 が あ った。

従 来 の 出 版 印刷 の工 程 に は一 部BlackBox

が あ って デ ザ イ ナ ー は こ の見 え ざ る部 分 を指
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示 や 指 定 で コ ン トロー ル して いた の で あ る。

数 多 くの失 敗 と経 験 を積 み重 ね る こ と に よ っ

て 、 自己 の イ メー ジ とのず れ を修 正 す る と い

う ア ー トワ ー クを強 い られて いた の で あ る。

した が って 、専 門 的 な印 刷 ・製 版 ・加 工 技 術

にっ い て も よ く知 ってお く必 要 が あ り、 グ ラ

フ ィ ック ア ー ッな る言 葉 も生 まれ たの で あ る。

当 然、 各 パ ー トの エ キ スパ ー トにそ の 実務 を

委 ね て い る以 上 、BlackBoxに は直 接 に手 が

触 れ られ ず、 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン不足 に よ っ

て 生 じる トラ ブル や、 残 業 の 連続 が 当 然 の こ

と と して発 生 し、 意 図 に反 す る もの が 仕上 が

る不安 が デ ザ イ ナ ー の大 きな ス トレス とな っ

て い た の で あ る。

これ に対 してDTPを 使 った 現 状 で は 、 仕

上 が りを確 認 しな が らデ ザ イ ン して い くと い

うWYSIWYGの 思想 で あ る対 話 型 の 方 式 を

と り、 従 来 法 に比 べ て は るか に速 くイ メー ジ

を定 着 す る こ とが可 能 に な っ た点 で、 ス ト レ

ス が低 減 した の は事 実 で あ る。 カ ラー カ ンプ

の 制作 に あ た って は幾 通 りか の デ ザ イ ン提 案

を短 時 間 で プ レゼ ンテ ー シ ョ ンす る こ とが で

き るよ うに な った。 しか しな が ら、従 来 か ら

あ っ たBlackBoxが オ ー プ ン化 さ れ る こ と

に よ り、 す べ て の工 程 に手 を つ け る必 要 が あ

り、 自 己 の責 任 に於 て 各 パ ー トを一 人 で管 理

しな くて は な らな くな っ たの で あ る。 デ ザ イ

ナ ー に対 して開 かれ た環 境 にな った の だ が、

実 務 を委 ね て い た各 パ ー トの エキ スパ ー トが

他 で もな い デ ザ イ ナ ー 自身 に置 き換 え られ た

だ け の こ とで あ り、 責 任 範 囲 の拡 大 が ス ト レ

ス の拡 大 に な って い るの が 実 情 で あ る。

新 た な、 エ キ スJ¥°一 トと して の知 識 と技 術



に は、 テ キ ス ト入 力 、MS-DOS変 換 、 フ ォ ン

トの 知識 、TRUETYPEとATM、JIS漢 字 コ

ー ド
、 外 字 作 成 、 ベ ジエ曲 線の コ ン トロー ル

技術 、 写 真 や イ ラス トレー シ ョ ンの スキ ャニ

ン グ技 術 、 解 像 度 と画 像 モ ー ド、 画 像処 理技

術、 画像 の フ ァイ ル形 式 、 印 刷 線 数 と解 像度 、

プ リン トア ウ ト知 識 、 レイ ア ウ トソ フ トの 習

熟、 デ ー タ保 管 知 識 、 通 信 の知 識 、 進化 す る

コ ンピ ュー タのOS… 等 々 が あ る。 数 え 上 げ

れ ば き りが な い が、 そ れ ぞ れ を間 違 いな く知

りつ く さな くて は な らな い ので あ る。

DTPへ の移 行 が 始 ま る と、 第1期 と して統

合型 の ワー ク フ ロー が で き あが る。 企 画 、 デ

ザ イ ン、 編 集 、 製 版 、 印刷 まで をす べ て 自己

の 中 に取 り込 も う とす る現 象 で あ る。 各 工 程

を経 験 す る こ とに よ って問 題 点 を発 見 しコ ス

トや可 能 性 を探 る研 究 の時 期 で あ る。 や が て

オペ レー シ ョンの効 率 化 や大 量 の仕 事量 に よ

る時 聞外 労 働 の超 過 が 問題 とな る あ た りで、

新 た な ワー ク フ ロー が必 要 とな って くる。

そ こで移 行 後 第2期 と して分 散 型 の現 象 が

生 じる。 イ ラス トは イ ラス トレー タ ー、 写 真

は フ ォ トグ ラ フ ァー、 テ キ ス トは ワ ー プ ロ オ

ペ レー ター、 ス キ ャニ ング は印 刷 製 版 会 社Y

レイ ア ウ トは コ ン ピ ュー タオ ペ レー タ ー、 全

体 の デ ィ レ ク シ ョンや フ ォー マ ッ トに関 わ る

部分 を デ ザ イ ナ ー 自身 が行 い、 進 行 管 理 を 行

う とい う、 従 来 法 に よ く似 た数 多 くの エ キ ス

パ ー トに よ って全 体 の ワー ク フ ローが で き あ

が って い くの で あ る。2っ の ワ ー ク フ ロ ーが

従来 法 と異 な る点 は、 各 工 程 が デ ジ タル の糸

で結 ば れ シー ム レ スに流 れ て い く点 で あ る。〆

特 別 か ら普 通 へ と誰 で もが簡 単 に ア ー トワ

ー クが で き るよ う にな った
。 新 しい表 現 に は

フ ィル タ ーエ フ ェ ク トや3Dを 駆 使 して ど こ

に もな い 画像 表 現 を試 み るの だ が、 かえ って

誰 で もが 簡単 にや れ て 陳腐 化 ・画 一 化 した表

現 とな って い るの が現 状 で あ る。 い ま あ らた

めて 、 デザ イ ナ ー とは何 か?の コ ンセ プ トを

明 確 に持 たな くて は い け な い よ うに な って い

る。 ビジ ュア ル な表 現 自体 が、 自 由 な発 想 で

はな くて ソ フ トウエ ア に よ って制 限 され た範

囲 で 発 想 され て い るの が現 状 で あ り、 知 りう

る ソ フ トウエ アで は表 現 不 可 能 で あ るか らこ

れ は表 現 も発 想 もで きな い と思 い こん で い る。

人 間 の イ マ ジ ネー シ ョ ンは常 に コ ン ピュ ー タ

を超 え た能 力 を持 って い る は ず で あ り、 自由

な発 想 と表現 を人 間 の側 に取 り戻 さ な けれ ば

な らな いで あ ろ う。

さ らに イ ンター ネ幽ッ トや、CD-ROMソ フ ト

の中 か ら、必 要 な画 像 を 自 由 に コ ラー ジ ュ し

た り再 構 築 す る こ とや、 デ ー タの共 有 化 ・ネ

ッ トワ ー ク化 によ る利 用 が、 オ リジナ リテ ィ

ー や 著 作 権 と ど の よ う に か か わ りあ うの か

が 、 間 わ れ な けれ ば な らな い時 期 に きて い る。

新 しいハ ー ドウエ ア の処 理 速 度 の飛 躍 的 向

上 と低 価 格化 は、 新 た な表 現 領 域 の拡 大 を可

能 に し、 予想 もっ か な い よ うな異 種 メ デ ィァ

を次 々 と生 み 出 して い く。 あ のPageMaker

を発 表 したAldus社 を吸 収 したAdobeSystem

社 が、1996年 秋 にPDF(PortableDocument

Format)を 閲 覧 ・印刷 す る ソ フ トウ エ ア と

してAcrobatを 発 表 し、 「印刷 か ら配 付 へ 」

か ら 「配 付 か ら印刷 へ」 と新 た な コ ミュ ニケ

ー シ ョ ンッ ール を可 能 に した
。 この こと は、

紙 か ら紙 以 外 の電 子 媒 体 等 へ の 出版 の時 代 に

突 入 す る新 世 代 の 印刷 出版 術(第3の グ ー テ

ンベ ル ク)と して、 位 置 づ け られ るで あ ろ う。

今 後 はCrossMediaPublishingを キ ー ワー

ドに、 イ ンタ ー ネ ッ トを介 在 し な が ら、 デ

ジ タル デ ー タを シ ン グル ソー ス&マ ル チユ ー

ス の 視 点 か ら、 異 種 メ デ ィ ア に 向 け て の

Publishingが 、 順 次 可 能 に な って い く。 デ

ザ イ ナ ー の役 割 が今 ま で以 上 に、 重 要 視 され

る こ とを期 待 して い きた い。

65


